






要約:肥満児に入院治療を実施すれば、約 1 ヵ月でほぼ全例肥満度の改善が認められ、退

院後も、治療開始 2～3 ヵ月で改善はほぼピークに達する。しかし、その後生活習慣改善

持続の努力を怠って肥満度が再悪化する児童が約 1/3 に認められている。こうした症例で

も再悪化後 6ヵ月程度は体脂肪量の減少、除脂肪体重増加といった体成分組成の改善状態

が持続していることを報告したが、これらの児童では、血清脂質の性状は肥満度の変動と

は関係なく十分な改善傾向が認められないことが判明した。


